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２．シンポジウムの結果                               

（１）シンポジウムの概要 

① 目  的 

  少子高齢社会の中においては、国際的な視野に立った特色ある地域活性化策による地域

振興が不可欠な状況にある。その選択肢の一つとして、秋田県においてＩＲ法案による区

域選定へ向けた検討を推進するため、幅広い県民・市民（初心者向け）にＩＲ法案の趣旨・

内容およびカジノを活かした地域活性化の必要性、地方都市における可能性について理解

を深めていただくとともに、地方都市でＩＲを活用した地域活性化を進めるために必要な

視点について専門家から幅広く示唆を得ることにより、本県へのＩＲ実現へ向けた機運を

醸成するため、シンポジウムを開催した。 

② 日  時 平成２４年１２月３日（月）１４：００～１７：００ 

③ 場  所 秋田キャッスルホテル （秋田市中通 1-3-5 ℡018-834-1141） 

④ 参 加 者 １０８名（一般県民、市町村、県選出国会議員・県議会議員・市議会議員等） 

⑤ 内  容 

・開  会 

・あいさつ 秋田商工会議所 会頭 渡邉靖彦 

・基調講演 

     テーマ 「ＩＲを活かした地域活性化の可能性」（共通テーマ） 

     ゲスト 大阪商業大学 理事長・学長 谷岡一郎 氏 

・パネルディスカッション 

     テーマ 「ＩＲを活かした地域活性化の可能性」（共通テーマ） 

     コーディネーター 秋田商工会議所ＩＲ法案専門委員会 

委員長 佐野元彦 

パネリスト  大阪商業大学 理事長・学長 谷岡一郎 氏 

アミューズメント産業研究所 所長 美原 融 氏 

株式会社博報堂カジノ・エンターテインメントプロジェクト 

代表 栗田 朗 氏 

イーストベガス推進協議会 理事長 長谷川 敦 氏 

・質疑応答 

・閉会挨拶 

・結 論 

この地域が将来どうあるべきなのかという「地域のビジョン」を定め、その地

域の産業政策・観光政策の中にＩＲを位置づけることが、ＩＲ法案に基づく区域

選定へ向けたスタートであるということが良く理解できた。 

      このような活動は、ＮＰＯ法人や商工会議所等の民間だけの動きでは限界があ

り、地方自治体を巻き込んで官民一体となって、地域の意思を形成していくこと

が大事なポイントであることも広く周知された。 
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《シンポジウム開催案内チラシ》 
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